
皆様、明けましておめでとうございます。

本年も引き続き、ならしん経営者倶楽部に積極的にご参加頂きますよう、何卒宜しく

お願い申し上げます。

本年は、平成最後の年となり、5月には即位の礼も執り行われます。

私ごとで大変恐縮ではありますが、弊社グループは元々の祖業が青果卸売業でしたが、

平成元年より惣菜事業に本格的に進出し、ちょうど 30年が経過します。

 私が新規事業を立ち上げましたので、この平成の時代は、私の商人人生の中でも特に

想い入れのある 30年間でした。その意味でも、新しい元号を前に「一つの区切り」を

感じます。

しみじみ、多くの事業は「変化対応業」であり続けることが肝要だと痛感します。

 先日、門真市の松下幸之助歴史館を訪問しました。

 各展示ブースの前に、幸之助氏の残された珠玉の言葉の数々が書かれた「紙の栞
しおり

」が

置かれています。

 その中で、「日に新た」と書かれた栞が目に留まりました。

英語では、「Start Anew Every Day」です。

 本年も皆様と共に「日に新た」の精神で学び続けたいと存じます。

 ならしん経営者倶楽部 会長 黒田 久一
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2018年 11月 27日（火）ならしん経営者倶

楽部  2018年度通常総会が、奈良ホテル

若葉の間にて行われました。

 通常総会では、2017年度のならしん経営者

倶楽部の活動報告、及び会計報告、会計

監査報告が行われました。また、2018年度に

おける役員、事業計画、収支予算計画の

議決が行われ、全て承認となりました。

 事務局本部といたしましては、2018年度も

皆さまの業種や世代を越えた積極的な交流を支

援したいと考えております。

と、中小企業・小規模事業者の生産性向上に

ついて、貴重なお話を頂きました。

 懇親会では、この 1年の活動を振り返りなが

ら、多くの会員の方が、業種や世代を越え、交

流を深められていました。

2018年度の活動といたしましては、講師の

方を招いてのご講演、また、創業支援活動や新

分野進出支援活動などを視野に入れながらも、

会員の皆さまのご意見やご要望を重視した活動

を予定しております。

 加えて、会員企業の皆さまの経営課題の共

有や解決などをテーマとした、意見交換会や

交流会につきましても、引き続き行う予定で

す。

 当日は、公立大学法人奈良県立大学学長

の伊藤忠通氏を講師に迎え、会員の皆さま

に向け「Society5.0と地域経済」という題目

で講演を行って頂きました。

IoTや AIを活用したシステムにより経済の

発展および社会的課題の解決を図っていく

これから目指すべき社会（＝Society5.0）

ならしん経営者倶楽部 2018年度通常総会開催

 皆さま、引き続き、宜しくお願い申し上げ

ます。

▲通常総会の様子 ▲講演の様子


